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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、自然災害に被災した児童生徒の心身のケアを迅速に

かつ適切に進めていくために、被災時の避難所としての学校保健室の機能と養護教諭の役割を

明らかにするすることである。第 1段階は、新潟中越沖地震による震災直後から学校再開まで

の学校教育現場における養護教諭の実践活動の実態を明らかにするとともに災害時の保健室の

機能を検討した。新潟中越沖地震を経験した養護教諭を対象に半構成的面接法によるインタビ

ュー調査を実施し、質的な内容分析を行った。結果、被災直後から学校再開までの約 40 日間の

養護教諭の実践活動は 7つのカテゴリー、「避難所への保健室備品提供と緊急応急的な対応」「児

童生徒の安否確認と健康観察」「児童生徒の心のケア」「衛生管理と感染予防活動」「避難所での

継続的支援と他職種との連携」「学校再開に向けて保健室復元」「教職員の健康管理」に整理さ

れた。課題として、「保健室の環境整備」「情報支援」、「避難所の運営」、「人的支援」、「養護教

諭への支援」が示された。第 2段階は、自然災害時に応急救護としての機能を学校保健室が持

てるために、保健室の備品等の整備現状と課題を明らかにすることを目的に、新潟県の公立学

校に勤務する養護教諭 372 名を対象に保健室の設定状況や必要な備品に関する認識等の自記式

質問紙調査を実施した。結果、養護教諭が災害時において学校保健室に必要と考える備品等は、

「情報収集のための器機」と「救急処置・疾病予防処置」に関する内容が多かった。しかし、

実際の保健室の整備状況は、パソコンやインターネットの設置率は 8割を超えたが、テレビの

設置率は 1 割ほどであった。救急箱や救急用医薬品は整備されていたが、松葉杖や滅菌機は 4

割弱、車いすの設置は 3割弱、保健室に隣接するトイレやシャワーの設置は 1割であった。保

健室環境では、救急車が隣接できない保健室が 5割弱を占め、災害緊急時に一時的な保健室の

受入れは不可能であると回答した養護教諭は 3割弱を占めた。以上のことから、災害緊急時に

学校保健室が児童生徒や教職員への対応のみならず、高齢者や小児を含む地元住民の緊急的な

多様なケアニーズに対応するためには、避難所となる学校施設における、災害時における学校

保健室の機能と養護教諭の役割を明確にする必要があり、保健室の備品や環境整備が喫緊の課

題であることが示唆された。 

研究成果の概要（英文）：In natural disasters, school health offices are required to 

function as facilities to accommodate local residents with temporary evacuation and 

emergency care needs.  In order to investigate the current conditions and issues of school 

health offices regarding their facilities and equipment availability, self-administered 

survey questionnaires were distributed in February 2010 to 372 yogo teachers (health 

promotion and nursing professionals similar to school nurses in the West) who were working 

in public schools in Niigata prefecture, the epicenter of two recent major earthquake 

disasters.  Surveys included questions about the facilities and equipment installed in 

school health offices. 
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１．研究開始当初の背景 

2007 年 7 月 16 日(月)午前 10 時 13 分、新

潟県柏崎市、上越市を中心に震度 6強の新潟

県中越沖地震が発生した。この地震による死

者は 10 名、負傷者 1278 名、住宅全壊 944 棟

を数え、避難者は 11,000 人を超える大惨事

となった。新潟県では、2004年 10月23日に、

現在の長岡市を中心とした中越地方を中心

に、震度 7の新潟県中越地震が発生し、児童

生徒も含め死者67名、4800人以上が負傷し、

新幹線が脱線した。今回の地震は、中越地震

からいくらもたたないうちに、ほぼ同じ中越

地方で起きた大地震であつた。阪神淡路大震

災時の養護教諭の報告にもあるように、被災

時の避難所として学校の保健室の機能や養

護教諭の役割は重要と考える。さらに、被災

後の児童生徒の心身のケアを担当する養護

教諭の役割も大きいと考える。新潟県養護教

員会では、3年前の新潟県中越地震を受けて、

「緊急報告:新潟県中越大震災に学ぶ～養護

教諭としての取り組みを振り返って～」を発

行し、その取り組みを報告している。被災後

の養護教諭の働きや、避難所としての保健室

の機能、震災後の保健室利用状況等を詳細に

調査し報告している。文部科学省でも、2003

年には、「非常災害時における子どもの心の

ケアのために<改訂版>」を発行している。  

 不幸にして 2度も見舞われた地震災害では

あるが、前回の教訓を活かし、保健室の機能

や養護教諭の役割について、表面上は大きな

混乱もなく対応できているとも、研究者の耳

に聞こえてきている。が果たして事実はどう

であろうか。研究者の養護教諭の経験から推

察するに、ひとり一人の養護教諭の負担は大

きく、対応に苦慮していることが大いに予測

された。被災時の学校保健室の機能や養護教

諭の役割に関する指針マニュアルや支援活

動マニュアル、さらに養護教諭への被災時の

対応に関する研修プログラムや支援体制は

まだ不十分で、確立していないのが現状であ

ると考える。また、震災時の養護教諭の役割

や保健室の機能に関する研究は極めて少な

く、阪神淡路大震災時の研究は若干あるもの

の、前回の新潟中越地震に関する研究は着手

されていない。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、被災した児童生徒の心身

のケアを迅速にかつ適切に進めていくため

に、大震災に遭遇した養護教諭の働きや学校

保健室の機能を明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 

(1) 第 1 段階  

新潟中越沖地震による震災直後から学校 

再開までの学校教育現場における養護教諭 

の実践活動の実態を明らかにするとともに、



災害時の学校保健室の機能を検討した。 

①対象：新潟県中越沖地震の中心的地震被災

地である N県 A市の公立学校に勤務する全養

護教諭 50 人を対象に、A市教育委員会、校長

会並びに A市養護教諭研究会の許可を得たう

えで、同市の養護教諭研修会において調査依

頼を口頭及び文書にて実施した。後日、返信

用封書をもって承諾書の回答をえた養護教

諭 11名を本インタビュー調査の対象とした。 

②方法と内容：半構成的面接法によるインタ

ビュー調査をおこなった。インタビューの内

容は、①震災直後から学校再開までの養護教

諭の養護実践の実際、②養護実践及び保健室

運営上の課題、③養護教諭に対する支援ニー

ズ、要望、他属性等である。 面接内容はイ

ンタビュー対象者の了承を得て IC レコーダ

ーに録音した。 

③調査期間：平成 20 年 7月～8月 

④分析の方法：録音した面接内容を文章化し 

逐語録を作成し、逐語録をもとに意味ある文 

を抽出し、コード化したデータについて質的 

な内容分析を行った。類似する内容を集めて 

サブカテゴリー、カテゴリーへと分類した。 

データの示す意味を研究者間で探求しカテ 

ゴリー化の精度を高めた。 

⑤倫理的配慮：インタビュー調査を承諾した 

養護教諭に対して、改めて本研究の趣旨およ 

び方法、個人プライバシーの保護、研究参加 

意思の自由等を記載した依頼書を事前に送 

付し、書面で説明を行い、同意書の返信によ 

って研究参加の同意を得た。さらに、インタ 

ビュー当日にも、再度、口頭にて説明した。 

分析データは全て個人が特定できないよう 

にコード化を行うとともに、データ管理 

についてもの厳重に保管した。 

(2) 第 2 段階 

自然災害時に応急救護としての機能を学校

保健室が持てるために、保健室の備品等の整

備現状と課題を明らかにすることを目的に、

新潟県の公立学校に勤務する養護教諭を対

象に保健室の設定状況や必要な備品に関す

る認識等のアンケート調査を実施した。 

①対象：2010年2月、教育委員会および養護教

員会の許可の得られた新潟県内の4市(新潟市、

上越市、柏崎市、長岡市)の小・中・高校に勤

務する養護教諭327人(県下全養護教諭の1/3

に相当)を対象に、無記名自記式質問紙調査を

郵送にて実施した。本調査を実施するにあた

り、新潟県中越沖地震に被災した地域の小・

中学校に勤務する養護教諭11名を対象に、

2008年8月に災害当時の聞き取り予備調査を

行った。 

②調査内容：学校保健室の備品等の整備状況

については、文部科学省体育局通知等を参考

に保健室の備品に関する91項目を設定し、①

保健室の整備状況は「ある、ない」の2件法で、

②避難所として保健室に必要な備品について

は、「必要、わからない、不要」の3件法で、

それぞれの回答を求めた。さらに、③保健室

の施設状況の全般について13項目を設け、「は

い、いいえ」の2件法で求めた。その他、基本

的属性の8項目(表1)を設定した。 

③データの分析方法：集計・分析はSPSS 

Windows Ver.17 を使用し、質問項目ごとに単

純集計を行った。属性による比較にχ2検定を

行い、有意水準は5%とした。さらに、直接的

に甚大な地震災害の被害を受けた経験のある、

柏崎市と長岡市を[被災群]、これ以外の新潟

市と上越市を[非被災群]として、2群の比較検

討を行った。 

④倫理的配慮：本調査票に研究の目的や方法

を記載し、調査票は回答者個人が特定できな

いように無記名とした。入手した情報につい

ては目的以外には利用しないこと、個人のプ

ライバシー保護につとめる等の倫理的配慮を

行った。調査票の返信をもって同意を得られ



たものとみなした。 

 
４．研究成果 

(1) 第 1 段階では、インタビュー対象者は

11 名で、その内訳は小学校勤務者 5名、中学

校勤務者 2名、高等学校勤務者 4名であった。

養護教諭の平均年齢は 48.8 歳、平均教職勤

務年数は 26.8 年であった。 

被災直後から学校再開までの約 40 日間の

養護教諭の実践活動は 7つのカテゴリー、「避

難所への保健室備品提供と緊急応急的な対

応」「児童生徒の安否確認と健康観察」「児童

生徒の心のケア」「衛生管理と感染予防活動」

「避難所での継続的支援と他職種との連携」

「学校再開に向けて保健室復元」「教職員の

健康管理」に整理された。課題として、「保

健室の環境整備」「情報支援」、「避難所の運

営」、「人的支援」、「養護教諭への支援」が示

された。 

避難所となる学校施設における、災害時に

おける学校保健室の機能と養護教諭の役割

を明確にする必要性が示唆された。 

(2) 第 2 段階では、207 名の養護教諭から

回答を得た。 (回収率は 55.6％) 

 

表 1 回答者の属性     n=207 

項目 カテゴリー 人数 ％

小学校 76 36.7

中学校 85 41.1

高等学校 32 15.5

特別支援学校 12 5.8

その他 2 1.0

200人未満 71 34.3

200～399人 58 28.0

400～599人 46 22.2

600人以上 32 15.5

10年未満 25 12.1

11～20年未満 40 19.3

20年以上 141 68.1

無回答 1 0.5

２種免許 21 10.1

１種免許 177 85.5

専修免許 6 2.9

助教諭 2 1.0

無回答 1 0.5

あり 98 47.4

なし 105 50.7

無回答 4 1.9

10人未満 85 41.1

保健室 11～20人未満 73 35.3

一日平均 21～30人未満 33 15.9

利用状況 30人以上 14 6.8
無回答 2 1.0

あり 19 9.2

なし 186 89.9

無回答 2 1.0

あり 92 44.4

なし 111 53.6

無回答 4 1.9

3万円未満 31 15.0

21年度保健室 3～5万円未満 47 22.7

に使われた予算 5～10万円未満 56 27.1

10万以上 69 33.3

無回答 4 1.9

計 207 100.0

勤務校

児童生徒数

勤務年数

自然災害経験

養護教諭免許

看護職免許

複数配置

 

 

 

表 2 保健室の施設・設備環境 

人数 % 人数 % 人数 %

1 　　保健室の広さは適切か 154 74 .4 52 25.1 1 0.5

2 　　保健室の通風、採光、環境は良好か 146 70 .5 60 29.0 1 0.5

3 　　冷暖房は完備しているか 185 89 .4 22 10.6 0 0.0

4 　　児童生徒の利用しやすい場所にあるか 156 75 .4 51 24.6 0 0.0

5 　　救急車やレントゲン車が容易に接近できるか 108 52.2 98 47 .3 1 0.5

6 　　校庭から直接入ることができるか 103 49.8 102 49 .3 2 1.0

7 　　トイレが室内、または近くに設置しているか 126 60.9 80 38.6 1 0.5

8 　　担架や車椅子は誰でも利用しやすい位置にあるか 171 82 .6 35 16.9 1 0.5

9 　　保健室は養護教諭不在でも教職員の使用は可能か 202 97 .6 5 2.4 0 0.0

10 　　災害緊急時に保健室は一時的にも避難所として受け入れ可能か 146 70 .5 59 28.5 2 1.0

11 　　学校の保健安全年間計画に災害時の対応について検討されているか 62 30.0 142 68 .6 3 1.4

12 　　市町村の防災計画に学校保健室の機能役割は検討されているか 30 14.5 140 67 .6 37 17.9

13 　　保健室整備に関する予算は十分か 90 43.5 109 52 .7 8 3.9

はい いいえ　 無回答
項  目

①保健室の施設全般については、8割の養護

教諭が「適切」と回答した。災害緊急時に児

童生徒及び地域住民を一時的に保健室に受

入れが「可能である」と回答した養護教諭は

7割を占めた。しかし、救急車が保健室に接

近できない、校庭から直接、保健室に入れな

い、等の立地条件が整備されていない保健室

が 5割近くを占めた。   

②保健室備品の整備状況については、91項目

の備品のうち、設置率が 5割に満たない項目

が、「空気清浄機」「ファックス」「トイレ」「シ

ャワー」「テレビ」「懐中電灯」等を含めて 35

項目あった。特に、保健室内にトイレ、シャ

ワー、相談室が設置されていたのは 1割であ

り、9割が設備面に不備があった。 

③災害時における保健室備品の整備につい

て、91 項目の備品のうち、58 項目について、

養護教諭の半数以上が必要性を認識してい

た。「情報収集のための機器」と「救急処置・

疾病予防」に関する項目が多かった。  

これらの結果から、甚大な地震災害を経験し

た新潟県内の公立学校の保健室備品の整備

状況は、パソコンやインターネット等の「情

報収集のための機器」に関する備品の設置率

は 8割を超えていた。また、「救急処置・疾

病予防」に関する項目では、救急箱や救急用

医薬品は全ての保健室で整備されているも

のの、松葉杖や車いす、トイレやシャワー、

滅菌器等の設置率は低く、保健室備品を整備



するための予算も不十分であることも明ら

かになった。 

    表 3  学校保健室備品の整備状 

項目

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 %

机・椅子(事務用) 207 100.0 0 0.0 183 88.4 22 10.6 2 1.0

ベッド・マットレス・布団 207 100.0 0 0.0 201 97.1 5 2.4 1 0.5

脱衣かご 122 58.9 85 41.1 137 66.2 59 28.5 11 5.3

寝具類及び寝具入れ 168 81.2 39 18.8 181 87.4 23 11.1 3 1.4

救急処置用寝台及び枕 163 78.7 44 21.3 189 91.3 17 8.2 1 0.5

長椅子 179 86.5 28 13.5 181 87.4 22 10.6 4 1.9

衝立・仕切り用パテーション 204 98.6 3 1.4 203 98.1 3 1.4 1 0.5

薬品戸棚 206 99.5 1 0.5 188 90.8 16 7.7 3 1.4

書籍戸棚 203 98.1 4 1.9 134 64.7 51 24.6 22 10.6

洗面器及び洗面器用スタンド 206 99.5 1 0.5 188 90.8 18 8.7 1 0.5

健康診断票格納庫 149 72.0 58 28.0 91 44.0 55 26.6 61 29.5

湯沸かし器具 190 91.8 17 8.2 203 98.1 4 1.9 0 0.0

冷蔵庫 194 93.7 13 6.3 203 98.1 4 1.9 0 0.0

温度・湿度計 202 97.6 5 2.4 198 95.7 9 4.3 0 0.0

懐中電灯 96 46.4 111 53.6 198 95.7 7 3.4 2 1.0

時計・タイマー 202 97.6 5 2.4 203 98.1 3 1.4 1 0.5

会議用テーブル・椅子 168 81.2 39 18.8 149 72.0 42 20.3 16 7.7

洗濯機・乾燥機・物干し台 164 79.2 43 20.8 186 89.9 16 7.7 5 2.4

冷房器具 186 89.9 21 10.1 197 95.2 10 4.8 0 0.0

暖房器具 207 100.0 0 0.0 202 97.6 5 2.4 0 0.0

加湿器 65 31.4 142 68.6 128 61.8 65 31.4 14 6.8

除湿機 12 5.8 195 94.2 89 43.0 89 43.0 29 14.0

空気清浄機 14 6.8 193 93.2 106 51.2 77 37.2 24 11.6

パソコン・インターネット接続 178 86.0 29 14.0 182 87.9 18 8.7 7 3.4

プリンター 77 37.2 130 62.8 146 70.5 46 22.2 15 7.2

内線電話 202 97.6 5 2.4 197 95.2 8 3.9 2 1.0

外線電話 202 97.6 5 2.4 199 96.1 8 3.9 0 0.0

ファックス 2 1.0 205 99.0 113 54.6 66 31.9 28 13.5

保健室に付随する相談室 29 14.0 178 86.0 148 71.5 50 24.2 9 4.3

相談用応接セット 63 30.4 144 69.6 136 65.7 58 28.0 13 6.3

保健室に付随するトイレ 13 6.3 194 93.7 168 81.2 31 15.0 8 3.9

水道 206 99.5 1 0.5 202 97.6 5 2.4 0 0.0

シャワー 28 13.5 179 86.5 175 84.5 30 14.5 2 1.0

体温計 207 100.0 0 0.0 199 96.1 8 3.9 0 0.0

ピンセット・ピンセット立て 207 100.0 0 0.0 194 93.7 13 6.3 0 0.0

剪刀・毛抜き 204 98.6 3 1.4 195 94.2 12 5.8 0 0.0

膿盆 189 91.3 18 8.7 178 86.0 28 13.5 1 0.5

ガーゼ缶 180 87.0 27 13.0 158 76.3 43 20.8 6 2.9

消毒盤 158 76.3 49 23.7 159 76.8 41 19.8 7 3.4

副木・副子 203 98.1 4 1.9 192 92.8 14 6.8 1 0.5

マウストゥマウス用マスク 158 76.3 49 23.7 185 89.4 18 8.7 4 1.9

松葉杖 74 35.7 133 64.3 150 72.5 48 23.2 9 4.3

救急処置用踏み台 189 91.3 18 8.7 171 82.6 34 16.4 2 1.0

洗顔瓶・洗顔受水器 92 44.4 115 55.6 134 64.7 57 27.5 16 7.7

滅菌器・汚物投入器 71 34.3 136 65.7 143 69.1 54 26.1 10 4.8

氷のう・氷まくら 190 91.8 17 8.2 187 90.3 18 8.7 2 1.0

電気あんか 62 30.0 145 70.0 143 69.1 52 25.1 12 5.8

車いす 53 25.6 154 74.4 164 79.2 38 18.4 5 2.4

長椅子(待合用) 138 66.7 69 33.3 168 81.2 33 15.9 6 2.9

製氷機 70 33.8 137 66.2 148 71.5 52 25.1 7 3.4

携帯用救急かばん 207 100.0 0 0.0 188 90.8 16 7.7 3 1.4

救急用医薬品・救急箱 204 98.6 3 1.4 194 93.7 11 5.3 2 1.0

水道(手・足洗い) 189 91.3 18 8.7 198 95.7 9 4.3 0 0.0

アスマン通風乾湿計 65 31.4 142 68.6 34 16.4 81 39.1 92 44.4

カタ温度計 51 24.6 156 75.4 39 18.8 85 41.1 83 40.1

黒球温度計 21 10.1 186 89.9 20 9.7 87 42.0 100 48.3

ガス検知器 93 44.9 114 55.1 50 24.2 75 36.2 82 39.6

塵埃計 2 1.0 205 99.0 21 10.1 90 43.5 96 46.4

黒板検査用色票 19 9.2 188 90.8 11 5.3 77 37.2 119 57.5

水質検査用器具 195 94.2 12 5.8 136 65.7 35 16.9 36 17.4

プール用水温計 61 29.5 146 70.5 19 9.2 73 35.3 115 55.6

プール用水質検査器具 76 36.7 131 63.3 17 8.2 75 36.2 115 55.6

身長計 206 99.5 1 0.5 95 45.9 68 32.9 44 21.3

体重計 206 99.5 1 0.5 129 62.3 52 25.1 26 12.6

座高計 205 99.0 2 1.0 67 32.4 61 29.5 79 38.2

巻尺・メジャー 174 84.1 33 15.9 95 45.9 65 31.4 47 22.7

遮眼器 195 94.2 12 5.8 67 32.4 69 33.3 71 34.3

照明灯 193 93.2 14 6.8 141 68.1 41 19.8 25 12.1

国際標準式視力表・照明装置 200 96.6 7 3.4 87 42.0 76 36.7 44 21.3

色覚異常検査表 166 80.2 41 19.8 33 15.9 81 39.1 93 44.9

オージオメーター 185 89.4 22 10.6 95 45.9 68 32.9 44 21.3

額帯鏡・捲綿子・消息子 43 20.8 164 79.2 50 24.2 90 43.5 67 32.4

耳鼻科用ピンセット 54 26.1 153 73.9 60 29.0 85 41.1 62 30.0

耳鏡・鼻鏡・舌圧子 108 52.2 99 47.8 79 38.2 80 38.6 48 23.2

咽頭捲綿子 48 23.2 159 76.8 59 28.5 89 43.0 59 28.5

歯鏡・歯科用深針 116 56.0 91 44.0 60 29.0 90 43.5 57 27.5

歯科用ピンセット 64 30.9 143 69.1 50 24.2 90 43.5 67 32.4

ツベルクリン反応測定板 8 3.9 199 96.1 14 6.8 57 27.5 136 65.7

聴診器・打診器 169 81.6 38 18.4 155 74.9 33 15.9 19 9.2

肺活量計・握力計 31 15.0 176 85.0 23 11.1 84 40.6 100 48.3

背筋力計・圧力計 14 6.8 193 93.2 19 9.2 80 38.6 108 52.2

体脂肪計 60 29.0 147 71.0 42 20.3 91 44.0 74 35.7

ペンライト 174 84.1 33 15.9 182 87.9 14 6.8 11 5.3

血圧計 203 98.1 4 1.9 199 96.1 5 2.4 3 1.4

健康教育用資料・図書 207 100.0 0 0.0 75 36.2 84 40.6 48 23.2

視聴覚教材(ビデオ・DVD他) 185 89.4 22 10.6 58 28.0 94 45.4 55 26.6

模型 98 47.3 109 52.7 35 16.9 97 46.9 75 36.2

児童生徒用図書・辞典 162 78.3 45 21.7 67 32.4 84 40.6 56 27.1

ホワイトボード 58 28.0 149 72.0 97 46.9 76 36.7 34 16.4

歯磨き指導模型 145 70.0 62 30.0 38 18.4 99 47.8 70 33.8

ビデオ・テレビ 28 13.5 179 86.5 116 56.0 61 29.5 30 14.5

保健室に 避難所の保健室として

1　必要　　2　どちらとも　　3　不要     1　ある　　　2　ない

31 2 1 2

 今後、災害緊急時の多様な地域住民のケア

ニーズに対応するためには、危機管理の視点

からも地域保健行政機関等と協働・連携して、

保健室の施設備品の整備の見直しや充実の

必要性が喫緊の課題であることが示唆され

た。 

以上、保健室は学校の施設ではあるが、災

害発生時は一時的に多様なプライマリヘル

スケアニーズに対応できる最前線の保健セ

ンター的機能を受け持つことが求められて

いる。日本は地震大国であり、災害がいつど

こでも起こりうることを想定し、避難所とな

る学校施設の保健室としての機能と役割を、

地域の総合的防災計画の枠組みの中に明確

に位置付け、充実させる政策と予算措置、お

よび養護教諭養成教育が必要である。 
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